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まず、両国の ABL の定義の違いを示し、日本の ABL のあるべき位置付けを検討してい
る。 




















① アメリカが ABL を貸出手法として確立しているのに対して、日本の ABL の定義に
おいては特定の担保をさしており、ABL の定義における相違があること。  
② 金融環境や日本の商習慣が ABL の発展に影響を与えていること。  
















なお、日本の ABL の参考文献として利用されている CFA（Commercial Finance 
Association）のデータは２０１０年から母集団が変わり、信頼性が劣化したため、本論文
では使用されていない。 
 日本の ABL の全体像は、経済産業省や日本銀行の報告書やワーキング委員会のデータ
や記事を中心に使用している。部分的にヒアリング調査を実施しているが、日本全体を母
集団とした場合に偏りが生じていないとはいいきれない。 
一次データは実証的に論じて、因果関係を合理的に説明することが望ましいことである
と考えられる。 
第二に、日米中小企業の状況について見解の相違があるように見受けられる。アメリカ
は、ハイリスクハイリターン型の中小企業が主であり、それに対する収益性は高い、これ
に対して日本は、下請関係にある企業が主で、ローリスクローリターンであるため、経済
のマクロの情勢に大きな影響を受ける。  
金利の違いは、このような企業の特徴にもよるものでもある。 
第三に、中小企業の資金調達については、担保のない中小企業に対して、銀行が経営能
力を高めるための指導をふくめ、関係強化することで発展する可能性があると考えられる。 
また、登記などのコストの問題をどのように解決するかも課題として残されている。  
第四に、信用保証協会による保証が中小企業金融にどのような影響を与えるかが取り上
げられていない。本論文で、信用保証協会が ABL をバックアップするという提言をおこ
なうとよかったのではないだろうか。  
第四に、大企業の取引銀行はファクタリング子会社を有しているが、それは、中小企業
 6 
のファクタリングもおこなうのかということがあきらかにされていない。 
第五に、負債コストとの関係はどうなっているのかが取り上げられていない。在庫、売
掛金などについてその良し悪しのランキングなどを評価する専門機関はあるのか、どのよ
うにおこなわれているのかが言及されるべきである。 
 
 以上のような問題点を指摘できるが、最終試験において、中小企業の自律化とはなにか、
ABL がどのようにして中小企業に自律化をさせるのか、資金調達の多様化だけで自律化が
促進されるといえるのかなどの疑問が出された。 
 この疑問に対して、学位請求者から、本論文は、中小企業の自律化そのものを正面から
取り上げたものではなく、自律化を支える前提としての資金調達の多様化をあきらかにし
たものであるとの回答があった。  
このような指摘あったが、本論文の意義をいちじるしく低めるものとは認められない。 
 
以上により、審査委員会は、本論文が、博士（経営学）の学位を授与するに相応しいと
判定した。 
